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　 1． ステロイド治療に抵抗性で大量免疫グロブリン
療法が奏効した再発性抗ミトコンドリアM2抗
体陽性筋炎の49歳女性例
青墳佑弥，和田　猛，青墳章代
（千葉市立青葉）
　抗ミトコンドリアM2 抗体陽性筋炎はステロイド単
剤でも治療経過が良好な症例が多く，単相性の経過を
とると考えられている。本症例は 2型呼吸不全，心拍
出量低下，心伝導障害で発症し，筋生検及び血清学的
に抗ミトコンドリアM2抗体陽性筋炎と診断した。初
発時にはステロイド反応性が良好であったが，約 3ヶ
月後に再発した際にはステロイド抵抗性で大量免疫グ
ロブリン療法の追加が有効であった。これまで本疾
患に大量免疫グロブリン療法を施行した既報告例は無
く，その有用性について報告する。
　 2． 急性の重症 2型呼吸不全を契機に診断された抗
ミトコンドリア抗体陽性筋炎の68歳男性例
國分さゆり，大西庸介，青木玲二
安田真人，吉川由利子　　　　　
（成田赤十字）
　症例は68歳男性。X- 1年 6月より心房細動が顕在化
し，同年 9月から心機能低下による全身性の浮腫，労
作性呼吸苦が出現。X年 2月に緊急カテーテルアブレー
ションを施行され症状は改善された。 6月に急性 2型
呼吸不全を呈し人工呼吸器管理を要した。病歴上は心
不全兆候が前景に立ち，四肢筋力低下の自覚はなかっ
た。全身のびまん性の筋萎縮があり，CK値は正常，
筋電図所見は神経原性変化を認め筋原性変化は検出さ
れなかった。急性の呼吸筋麻痺が主体で診断に苦慮し
た。ミトコンドリア抗体陽性が明らかになり，筋生検
で筋炎様変化を認め，抗ミトコンドリア抗体陽性筋炎
と診断された。
　 3． ミオトニー症候群の鑑別に眼瞼ミオトニア及び
神経伝導検査が有用であった 1例
北山仁久，小澤由希子，網野　寛
仲野義和，杉山淳比古，澁谷和幹
山本達也，桑原　聡　　（千大）
　27歳男性。 4歳頃より歩き始めの足の出にくさ，眼
を閉じた時の開けにくさを自覚していた。症状は増
悪なく経過した。出生歴，家族歴は認めなかった。
Myotonia，筋肥大，Warm up phenomenonを認め，
各種検査ではCK上昇，ミオトニー放電を認め，ミオ
トニー症候群が疑われた。症候と電気生理学的検査
からNaチャネル変異が疑われた。遺伝子検査でもNa
チャネル変異が認められ，その有用性が確認できた。
　 4． 免疫治療が奏功し腰仙部神経叢MRI所見も改善
した糖尿病性筋萎縮症の62歳男性
木内友紀，仲野義和，鵜沢顕之　
杉山淳比古，常山篤子，桑原　聡
（千大）
　 2型糖尿病の62歳男性。半年の経過で左下肢の疼痛，
筋力低下，筋萎縮が進行し，当科受診した。電気生理
学的に糖尿病性末梢神経障害と左下肢近位筋の慢性脱
神経所見を認め，糖尿病性筋萎縮症と診断した。左下
肢筋力は自然軽快したが，半年後に右下肢の疼痛と筋
力低下が生じた。入院にてステロイド治療を行い，疼
痛も筋力も改善した。腰仙部神経叢MRIの肥厚所見
は，症状に一致して左側優位，右側優位，両側同程度
に変化した。糖尿病性筋萎縮症の病態とMRI所見につ
いて考察する。
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　 5． DOACsに対する松戸市立病院の取り組み
西村寿貴，岩井雄太，伊藤敬志
福島剛志　　　　（松戸市立）
　2011年 1月NVAFに対する治療薬としてDabigatran
が本邦で承認され，現在までDOACs 4剤が使用可
能である。DOACsはモニタリング不要であるため
Warfarinより管理が簡便であり処方される機会が多
い。しかし，現在DOACs内服中に出血合併症や脳梗
塞を起こす患者も増えてきている。そこで現在，松戸
市立病院では神経内科が中心となりDOACs内服時の
諸問題に対して対策を行い，今回千葉大学神経内科同
門会員の先生方にいち早く報告する。
　 6． 副中大脳動脈を伴う内頚動脈閉塞による脳梗塞
の 1例
鈴木浩二，相川光広，古口徳雄
（千葉県救急医療センター）
宮田昭宏　（同・脳神経外科）
　急性脳主幹動脈閉塞に対する血管内治療は閉塞部位
より遠位の血管構造が不明であるため最も一般的な血
管構造を想定して行われるが，少数ではあるが脳動脈
には様々な正常変異があり閉塞部位の再開通後に明ら
かとなる場合がある。治療の過程で閉塞血管と灌流域
の評価が困難であった副中大脳動脈を伴う内頚動脈分
岐部閉塞による脳梗塞の72歳女性例を経験したので考
察を加え報告する。
　 7． 抗凝固療法により対照的な経過をとった大動脈
原性脳塞栓症の 2症例
鈴木政秀，橋本憲一郎，島田潤一郎
赤荻悠一，本間甲一　　　　　　　
（千葉県循環器病センター）
　大動脈原性脳塞栓症は大動脈プラークが破綻し，コ
レステリン結晶や二次的に形成された血栓により発症
する。抗血栓薬及びスタチンにより加療されるが十分
なエビデンスはない。我々は抗凝固療法により対照的
な経過となった 2症例を経験した。
　【症例 1】腕頭動脈に可動性プラークを認め，ワー
ファリン内服中に血栓が消失した。
　【症例 2】大動脈弓に可動性プラークを認め，DOAC
内服中にコレステリン塞栓症を発症し，脳塞栓再発と
腎不全を来した。文献的考察を加えて報告する。
　 8． 皮膚病変を伴った脳血栓症患者
牧野隆宏，上司郁男（済生会習志野）
　高血圧，脂質異常症，糖尿病加療中の46歳男性。某
日，左片麻痺発症 3時間後に入院。軽度の構音障害，
左片麻痺を認め，画像検査にて右大脳脳血栓症と診断
した。入院後，全身に皮膚病変を認め，乾癬と診断さ
れた。昨今乾癬と心および脳血管障害との関連性が指
摘されており，乾癬と脳血管障害発症の関連性につい
て考察する。
　 9． 眼痛と結膜充血が20日間先行したオパルスキー
症候群の 1例
高谷美成
（とちぎメディカルセンターしもつが）
　脳梗塞の病歴を有する70歳代男性に左眼痛と結膜充
血が出現し，20日後に歩行時のふらつきが加わった。
左失調性片麻痺，左ホルネル徴候，左顔面痛覚鈍麻，
嚥下障害，吃逆を認め，頭部MRIで左延髄外側から上
部頸髄の脳梗塞によるオパルスキー症候群と診断され
た。脳血管MRAで椎骨動脈に異常は認められなかっ
た。自律神経症状を伴う顔面痛が延髄外側梗塞に随伴
し，時に先行することが知られており，改めて注意を
喚起したい。
　10． 解離性弓部大動脈瘤術中に脳空気塞栓症を呈し
た 1例
大谷　亮，櫻井　透，氷室圭一
菊池　猛　　　（JR東京総合）
　症例は解離性弓部大動脈瘤に対して人工血管置換術
および冠動脈バイパス術を施行した79歳男性。術後 2
日経過するも覚醒不良が持続し，頭部CTで両側前大
脳動脈領域の脳梗塞を認めた。病歴と画像所見からは
脳空気塞栓症が強く疑われた。脳空気塞栓症は比較的
まれな病態で特徴的な画像所見や臨床的特徴が知られ
ており，文献的考察を加え報告する。
　11． アトモキセチン中毒により著明な中枢神経・心
筋障害を呈した22歳男性例
狩野裕樹，青木玲二，諸岡茉里恵
平賀陽之　　　（千葉ろうさい）
　症例は急性の意識障害を呈した22歳男性。来院後け
いれん重積，血圧低下を呈し心エコーで著明な同期不
全をみとめた。独居で病歴不明でありウイルス性脳炎
と心筋炎の合併と考えたが，その後アトモキセチン塩
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酸塩11760㎎による中毒と判明した。 同薬は比較的新
しい選択的ノルアドレナリン再取り込み阻害薬で中毒
症状の詳細は広く知られていないが，中枢神経と心筋
の高度障害をきたす数少ない薬剤として認知しておく
必要がある。
　12． 髄膜脳炎で発症し，経過中に多発神経根炎，脊
髄症を呈した28歳女性
中村圭吾，片桐　明，藤沼好克
中田美保，八木下敏志行　　　
（君津中央）
　生来健康な28歳女性が201X年 6月中旬に頭痛，発熱
で発症，その後，意識障害をきたし，髄膜脳炎の診断
で当科に入院した。ステロイドパルス，アシクロビル
投与を開始したが急性経過で四肢麻痺，呼吸筋麻痺を
来したため IVIg2クールを行った。上肢麻痺，呼吸筋
麻痺は改善したがTh10以下の感覚鈍麻，対麻痺，膀胱
直腸障害が残存した。多彩な症状を呈し原因の特定に
難渋した症例を経験したので報告する。
　13． FACSを用いたCBA法による抗MOG抗体測定
系の確立
森　雅裕，杉本一男，劉　佳　
鵜沢顕之，内田智彦，枡田大生
大谷龍平　　　　　　（千大）
　神経疾患の中に抗MOG抗体が陽性である一群が存
在し，視神経炎，脊髄炎，視神経脊髄炎，急性散在性
脳脊髄炎，てんかんなど多彩な臨床症状を呈すること
が明らかになっている。現在国内では間接蛍光抗体法
によって測定されているが，今回，我々はFACSを用
いたCBA法による抗MOG抗体測定系を確立したので
報告するとともに，一部当科陽性例を紹介する。
　14． 脊椎硬膜内髄外腫瘍の 3例 : なぜ胸が苦しいの
か?
得丸幸夫（得丸医院）
　【症例 1】47歳女性，第 2， 3頸椎レベルの髄膜腫。
　【症例 2】73歳女性，第 7胸椎レベルの髄膜腫。
　【症例 3】68歳男性，第 2胸椎レベルの神経鞘腫。
術後の経過は順調であったが， 3例とも胸痛を訴えて
いた。症例 1は 4か月の経過だが，症例 2は20年以上，
症例 3は 9年に及ぶ痛みがあり長期に原因が不明で
あった。頸椎症に伴う狭心痛様痛み（Cervical angina）
との関連が示唆された。
　15． 診断確定までに時間を要した左片麻痺発症の頸
椎硬膜外血腫の69歳男性例
古川彰吾，小林　誠（旭中央）
　69歳男性，飲食店にて飲酒し歌唱した後に，後頸部
痛を伴う左片麻痺を急性に発症し，救急搬送された。
頭部MRI拡散強調画像ではあきらかな梗塞像を認め
ず，血栓溶解療法の適応を検討すべき急性期の脳梗塞
と頸椎硬膜外血腫の鑑別を要した。発症後 2時間の頸
部CTでは，症状を説明可能な出血像を認めなかった。
　16． 子宮筋腫術後に脳脊髄液減少症を発症した 1例
半田秀雄，渡辺慶介（諏訪中央）
　41歳女性。35歳時に子宮筋腫核出術を施行した後，
36歳ごろより起立時の頭痛やだるさが年々増悪し当
院外来を受診した。神経学的所見は異常なくHead up 
tilt試験は陰性だった。頭部造影MRIにて硬膜肥厚な
どの特異的な所見は乏しかったが，視神経周囲や両側
前頭葉底部のくも膜下腔の狭小化を認めた。二度の
MR myelographyにより脳脊髄液減少症の診断が確定
した。
　17． 過去 4年間のプリオン病26例の臨床病理学的検討
小出瑞穂，荒木信之，磯瀬沙希里
武田貴裕，伊藤喜美子，本田和弘
新井公人（国立病院機構千葉東）
　過去 4年間のプリオン病入院26例を検討した。遺
伝性プリオン病が 8例（V180I 5例 ，M232R 1例，
insertion 1例，GSS 1例），孤発性が18例（臨床的に
ほぼ確実17例，疑い 1例）であり，死亡20例中13例（遺
伝性 2例，孤発性11例）65％に剖検を行った。緩徐進
行でPSDを認めないMM1や，進行の早いMM2Cなど
非典型的例が明らかとなり，プリオン病における剖検
の重要性が示された。
　18． タウ病理の拡散様式の検討
吉山容正
（稲毛神経内科・メモリークリニック／千葉東）
　タウ病理が拡散する現象は，アルツハイマー病など
の病態の進行に密接に関与していると考えられるが，
その拡散がどのように生じるかは明かではない。神経
回路の結合を調べる方法にデキストランを打ち込みそ
の拡散を見る方法がある。デキストランとアルツハイ
マー病脳ホモジェネートを混合しマウス脳内に注入
し，その拡散を比較した。基本的な分布はデキストラ
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　21． Alzheimer病患者にみられる類別詞の誤り : 
preliminary report
古本英晴，長瀬さつき，櫻井　透
（国立病院機構千葉医療センター）
　【目的】語義の「ゆらぎ」を類別詞の産出能力を通
して評価する。
　【方法】SALA PR28。
　【対象】Alzheimer病患者25名（AD群），正常対照
10名（C群）。
　【結果】AD群はPR28の全ての評価項目でC群より
有意に成績が低く，特に類別詞の障害が顕著であった。
　【考察】類別詞は対象の認識内容を反映しており，
ADでは語の使用が表面的には正しくとも，その語義
の構造は不安定であると考えられた。
　22． 当院での認知症を有する高齢糖尿病患者の治療
増田冴子，柏戸孝一（柏戸病院）
　糖尿病は認知症の危険因子であることが知られてお
り，また，日常診療において認知症が糖尿病のコント
ロールを難しくすることをよく経験する。当院には認
知症と糖尿病の専門外来があり，認知症を有する高齢
糖尿病患者も多く通院している。当院での治療や環境
整備などの事例を紹介する。
　23． 平成29年度認知症疾患医療センターの活動報告
清水啓介，石川萌絵乃，中島　梓
村山紀子，平野成樹，桑原　聡　
（千葉市認知症疾患医療センター）
　当センターで平成29年度実施した新規活動について
報告する。「教師への認知症教育を通じた子どもへの
認知症教育」では，その後教員による自主的な認知症
の授業が行われ，地域全体の認知症理解向上へ貢献し
た。また，「若年性認知症カフェここの木」では若年
性認知症の人のカフェ満足度も高く，本人の意欲を育
て，家族介護力を向上させることでBPSDが抑制され，
若年認知症に携わる家族や専門職を結びつける場の提
供となっている。これらの活動により，地域での認知
症普及啓発やスティグマの低減，社会資源の少ない若
年性認知症の人の居場所作りや専門相談を行うことが
可能となる。
ン40000と一致し，3000とは一致しなかった。比較的
高分子タウがタウ病理の拡散には重要と考えられる。
　19． 神経変性疾患鑑別のための髄液中バイオマー
カーの探索
榊原隆次　　（東邦大医療センター佐倉）
河井貴行（同・臨床検査部・研究開発部）
武城英明　　　　　（同・臨床検査医学）
　神経変性疾患の発症には酸化ストレスの関与が示唆
されている。我々は髄液中の抗酸化能（BAP）に着目
し，対照群および各神経変性疾患群におけるBAPと
既存の髄液マーカー（リン酸化タウ蛋白・β -アミロ
イドおよびその比率）との比較検討を行った。髄液中
のBAPは対照群と比較して，神経変性疾患群では有意
に高値（p＜0.01）であった。また，アルツハイマー病
群（AD群）はLewy小体型認知症群（DLB群）と比
較して，髄液中のBAPは有意に高値（p＜0.05）であっ
た。既存の髄液マーカーと比較すると，AD群の髄液
中のBAPはリン酸化タウ蛋白/β -アミロイド比と有意
な正の相関があった（r＝0.461，p＜0.05）。髄液中の
BAPとSOD1，SOD3には関連性はなかったが，SOD2
において対照群と比較してAD群とDLB群で有意に高
値（p＜0.05）であった。以上の結果から，特にAD群
では他の神経変性疾患と比較して髄液中BAPが高いこ
とがわかり，さらにSOD2との関連性が示唆された。
　20． 左前頭葉皮質下出血により，運動性失語・右上
肢主体の麻痺に加えて，左手の鏡像書字を呈し
た右利き81歳男性
新井　洋，山口美香
（千葉メディカルセンター）
　81歳男性。左前頭葉皮質下出血のため運動性失語・
右上肢主体の麻痺を呈した。発症 5日目に左手の鏡像
書字を認め，14日目までみられた。検者の指摘により
正像書字になった。「右利きでは，左手での書字は鏡
像になりやすい要素があるが，視覚補正・注意により
正像書字になる」と考えられている。既報告では頭頂
葉障害によるものが多い。本例は，前頭葉皮質下出血
による注意障害のため左手での鏡像書字が出現したと
考えられた。
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　 3． 重症筋無力症モデルマウスのバルプロ酸治療応
用について
金井哲也（千大院）
　重症筋無力症の病態において，IL-6，17やTNF-α
の上昇が報告され，バルプロ酸はTh1，TH17細胞へ
の分化抑制作用を持ち，重症筋無力症の治療として期
待されている。そこで我々は重症筋無力症モデルマウ
スを用いてバルプロ酸の治療応用を行った。対照群と
してPBSを投与したところ，バルプロ酸投与群では臨
床症状が改善し，IFN-γ，IL-17の低下を認めたが，抗
AChR抗体価については差を認めなかった。今後バル
プロ酸が臨床でも応用されることが期待される。
　 4． プロテインアレイにより見出された慢性炎症性
脱髄性多発神経炎患者血清中の新規自己抗体
千種誠史（千大院／修士課程 2年）
　慢性炎症性脱髄性多発神経炎（CIDP）の病態として，
液性免疫の関与が示唆されているが，現時点で免疫標
的分子は不明である。本研究では，プロテインアレイ
を用いてCIDP患者血清中 IgGの標的蛋白質の探索を
行った。対象として，typical CIDP 10名，MADSAM 
4名，正常対照 4名の血清を用いて，解析を行ったと
ころ，typical CIDP患者で有意に高値を示す自己抗体
が 4種類あることを確認した。これらは typical CIDP
の病態に関与している可能性がある。
【特別講演】
てんかん焦点の同定，神経変性疾患の診断に関わる神
経画像 : 国立精神・神経医療研究センターでの経験から
杉山淳比古（千大院）
　2016年 4月より 1年間，国立精神・医療研究セン
ターの放射線診療部に国内留学する機会をいただい
た。留学中の活動を簡単に紹介するとともに，留学中
に学んだ内容について，てんかん焦点の同定における
MRI・SPECTの役割，神経変性疾患の診断における
VSRADの白質解析の利用，位相差強調画像（phase 
difference enhanced imaging: PADRE）の臨床応用，
グラフ理論を用いた構造MRIのネットワーク解析など
を中心に紹介する。
　24． 当診療所の急死患者の検討
大木　剛（三結会みつば脳神経クリニック）
　2012年12月～ 2017年 9月で当診療所にて急変から死
の転帰に至った症例を検討した。症例数は12例（男性
8名女性 4名）で，平均年齢83.3歳。神経系疾患はす
べて認知症（アルツハイマー型認知症 9例，レビー小
体型認知症 3例）で，死亡原因は循環器系疾患が 6例，
呼吸器系疾患が 1例，神経系疾患が 1例，その他が 5
例であった。これらの症例につき，急変前の身体所見，
検査所見，投薬内容，介護状況につき検討した。
【大学院終了報告】
　 1． 行動抑制システムとセロトニン神経系－若年健
常者におけるPETと fMRIを用いた脳機能画像
研究
小島一歩（千大院）
　慢性疼痛患者などでは行動抑制システムが働きやす
いことが知られ，その神経基盤は不明な点が多い。健
常者を対象として［18F］Altanserin PETから得られる
脳内 5-HT2A受容体結合能と安静時機能的MRIから得
られる機能的結合との関連を解析した。中帯状皮質前
方部における 5-HT2A受容体結合能および左中前頭回
との機能的結合が行動抑制システムに関連することを
同定した。
　 2． モデルマウスにおけるタウ病態と炎症の経時
PETおよび画像病理相関解析
石川　愛（千大院）
　本研究ではタウ病変と神経炎症を可視化するPET
イメージング技術を用いて，生体でのタウオパチーモ
デルマウスの病態評価と，死後脳での病理解析を行な
い，タウの蓄積と神経炎症の因果関係について検討を
行った。マウスモデルでみられるPET画像がタウ病変
やTSPO集積量を正確に反映していることが明らかと
なった。さらに，加齢変化に伴う病態評価からタウ病
変は神経細胞死とともに神経炎症を惹起することが示
唆された。
